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例   言

1 本書は富山市埋蔵文化財調査報告書 6-(1)富山市水橋金広 。中馬場遺跡発掘調査報告書の別
冊【遺構図編】である。調査区が幅約14m、 延長480mと 長大なため、遺構図に等高線や標高単点、

遺構名を付した 1/100ス ケールの 【遺構図編】を折込みで作成した。

2 遺構図のうち�)平成14年度 (その 2)調査区は発掘調査を委託した伽中部日本鉱業研究所が
作成し、それ以外は富山市教育委員会埋蔵文化財センターが作成した。

原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。

3 本書の挿図の表示は次の通りである。
(1)方位は真北、水平基準は海抜高、座標は公共座標 (日本測地系)を使用し、南北をX軸、東

西をY軸とした。

(2)遺構番号は、溝 :SD、 土坑・竪穴状遺構 :SKoSX、 掘立柱建物 :SB、 穴 :Pを基本
とする。

(3)調査区は調査年度毎に i)平成14年度 (その 1)調査区、 �)平成14年度 (その 2)調査
区、�)平成15年度調査区、�)平成16年度調査区まで 4区に分けて呼ぶこととし、各調査
区ごとに遺構番号を付している。

4 本書の編集は、14te中部日本鉱業研究所 新宅輝久、富山市教育委員会埋蔵文化財センター嘱託
安達志津、同 稲垣裕二、同 鍋谷仁美の協力を得て、同 学芸員 鹿島昌也が行った。
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平成14年度 (その 1)調査区 全景 (遺構検出状況、上が西 )

平成14年度 (その 1)調査区 (追加区、
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平成14年度 (その 1)調査区 ゴヒ半部完掘状況 (上が東)

I

平成14年度 (その 1)調査区 南半部完掘状況 (上が東)
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平成14年度 (その2)A区調査区 全景 (上が西)

平成14年度 (その2)B区調査区 全景 (上が東)
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平成15年度調査区 完掘状況 (上が西 )

平成16年度調査区 完掘状況 (上が西 )
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